
「五島をつなぐ～支庁の窓～」 No.77  大島町 

 
東京大島かめりあ空港公式キャラクター「かめぼう」のご紹介 
 
「かめぼう」は、令和４（2022）年 3 月に誕生した東
京大島かめりあ空港の公式キャラクターです。椿の英
語訳「Camellia」（カメリア）が、名前の由来です。 
 地元の皆さんに長く愛され親しんでいただけるよ
うに、都職員が作成した 3 つのキャラクター案の中か
ら、大島町の全小中学校の児童・生徒の皆さんによる
投票で公式キャラクターを決めました。投票の結果、
「かめぼう」が公式キャラクターに決定しました。 
「かめぼう」は、空港の側の椿の花に宿る妖精。いつ
も空港のどこかで飛行機をぼんやり眺めています。「かめぼう」はあだ名で本名は内緒です。 
「かめぼう」は、空港近くの牧場の牛を親友と思っています。片思いのようですが… 

空港のイベントやクルーズ客船の入港時に皆さんの前に現れます。カメリアマラソンの
スタート・ゴール前にも現れました。 
 皆さん、「かめぼう」をどこかで見かけたら、ぜひ優しく声をかけてやってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 



「五島をつなぐ～支庁の窓～」 No.77  利島村 

〇はじめに 

大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島において、港湾・漁港・空港施設の

整備や、管理業務を行っております。 

今回は、利島港にて今年度より開始する「護岸(防波)(西)(幹部改良)」の事業をご紹介しま

す。 

〇護岸(防波)(西)(幹部改良)事業について 

利島港は、過去数回にわたり大規模台風により被災したことから、既存施設の機能強化が求

められています。また、船舶の停泊を安全に行えるよう、港内の静穏度を向上するための新規

施設の整備を合わせて行っていく必要があります。これらの施設整備には、多くの消波ブロッ

クが必要となりますが、このブロックの製作には多くの作業場所が必要となり、現状はその用

地が不足しています。そこで、利島港の岸壁や防波堤等を効率的かつ迅速に整備していくため、

消波ブロックをより多く製作することのできるヤードを新たに整備することとしました。 

このヤードを整備することで、従来約 6,000 ㎡であったヤードが約 10,000 ㎡まで拡大されま

す。これにより、より多くのブロックを同時に製作することが可能となり、今後の港湾整備の

加速化を図ることができます。また、西桟橋の根元部分をのり越えて、港内に入り込んでくる

波を防ぐこともできるようになります。 

今年度は、ヤードを整備する前段の作業として、手戻りなく今後の作業が実施できるように

仮設消波堤を設置し、整備箇所の静穏度の向上を図ります。 

〇おわりに 

東京都では、伊豆・小笠原諸島の生活、産業、観光を支えるため、港湾施設等の整備を行っ

ています。今後も、皆様にとってより良い港となるよう事業を進めてまいりますので、ご理解

とご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備箇所および周辺状況 
護岸(防波)(西)(幹部改良) 整備箇所 

西桟橋 

既設ブロック製作ヤード 

仮設消波堤 整備箇所 



「五島をつなぐ～支庁の窓～」 No.77  新島村 

 
大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島において、港湾・漁港・空港施

設の整備や管理業務を行っています。 
 
 今回は、新島空港から今年 6 月に行った小学生の施設見学会の様子を紹介いたします。 

25 日は式根島小学校 3 年生と 4 年生、翌日の 26 日は新島小学校の 2 年生の皆さんが空
港に来てくれました。 
 式根島小学校の見学会では、航空灯火の点灯を 
見ながら滑走路の周りをバスで走り、最後は間近 
で飛行機の着陸を見ることもできました。 
 また、両校ともに消防車の中も見学する貴重な 
体験もでき、楽しんでいただけたと思います。 

空港の施設は、馴染みのないものばかり 
のようで、皆さん大変熱心に職員の説明を聞き、 
真剣な表情でノートにメモしていました。 
 見学された皆さん、次に新島から飛行機に乗るときは、見学会での説明を思い出してみ 
てください。新しい発見があるかもしれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（先生と一緒に記念撮影）           （配布した説明資料） 
 
東京都では、伊豆諸島の重要な空路を維持するため空港の整備を進めています。今後も、港
湾空港事業へのご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

  

（消防車の見学） 



「五島をつなぐ～支庁の窓～」 No.77  神津島村 

 
大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島において、港湾・漁港・空港施設の

整備や管理業務を行っています。 

今回は、神津島空港で昨年開催した星空フェスの様子を紹介いたします。 
神津島村は、集落が西岸の一ヶ所に限られるため光源が少なく星空観賞には最適な環境にあり

ますが、美しい星空の保護を目的とする条例を制定し、村内にある街灯を光が上方へ漏れない仕
様のものに取り替えるなど更なる環境整備を進め、令和 2 年に国際ダークスカイ（DarkSky）協会
から星空保護区に認定されました。 

この島の持つ魅力を広く知ってもらうため、神津島港湾空港管理事務所は神津島村役場と協力
し、「星空フェス in 神津島空港」を昨年９月に開催しました。島民のほか観光客も含め多くの方々
が空港を訪れ、普段は立ち入ることができない滑走路上から無数の星が輝く美しい星空を堪能す
るとともに、空港を身近に感じてもらう機会になりました。 

今後も港湾・漁港・空港施設の整備や管理業務を行うとともに、各島の魅力を発信する機会の
提供に努めてまいります。 
 

 

ミニライブを開催 星空観賞会を開催 


